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＜時代状況を受けた総評＞ 

日本科学協会の笹川科学研究助成に、新型コロナ感染症のパンデミック状況から脱して、

落ち着きある世界状況と研究環境が戻ってきているなかで、若手研究者による多数の申請

が寄せられたことは、今後の日本の学問研究の興隆に寄与するものと、おおいに期待するも

のです。 

 

申請された分野ディシプリンも、心理学、教育学、社会学、文化人類学、地理学、歴史学、

考古学、文学、政治学、美学、芸術学、経済学、農学など幅広い分野からの応募があり、留

学生、女性研究者の応募も目立ちました。好ましい傾向として歓迎します。社会科学で言え

ば、政治学の応募は一定数ありますが、経済学系統の応募はもっとあっていいと期待します。 

 

昨年度と比較して、修士からポスドク、助教、非常勤講師まで、応募者の幅が拡がり、手

堅い研究が少なくなく、申請内容の水準が全体により高まったように感じます。またその分、

押し並べて標準的なレベルの研究計画が多く、例年と比較し評価の開きが少なかったと捉

えています。気になった点は、人文・社会科学という枠を逸脱するかに映る申請が少数なが

ら存在したことです。学際的研究は歓迎しますが、最終的な着地点としては人文・社会科学

という枠を意識したものであることを願います。この点から、方法論として自然科学的な方

法をとる心理学では、より解説的な手続き説明の一層の工夫が求められるということです。 

 

社会的な制限が少なくなってきたからこそ、また本協会の助成費の拡大が実現したから

こそ、今一度、研究の実施内容とともに研究目的とその社会的意義を再確認する必要がある

といえます。その独自性の説明が専門分野に閉じすぎて微細な説明に限られてしまい、より

広い社会性からの意義や普遍性の付加が求められるなど、いくつか気になる点が出てきた

のも事実です。そこで、以下に 2024年度申請をめぐって、感想と留意点を記します。 

  



＜個別の留意点＞ 

専門説明と普遍説明 

専門性が充分に深められる研究である必要とともに、その意義が多くの人に理解できる

ように書く必要があります。研究のより広い分野での意義や社会性・普遍性の広がりを意識

して、専門の異なる評価者にも理解できるように、独自性や意義をわかりやすく説明する工

夫が必要です。心理学や人間科学の分野に、また人文社会分野と言いながら実験など方法論

として自然科学の方法をとる研究に、この両面で説得力を持たせようとする、図表使用の工

夫や初期理解を企図する説明がなされているかは、研究の意義と実際を伝えるのに必要な

努力だと私たち選考委員会は考えています。専門領域を深く掘りこむ説明と広く社会的な

意義の説明とが意欲的に叙述されている研究が増えています。その傾向が高まっているこ

とを歓迎します。福祉学と心理学をつなぐ研究が多く現れ、福祉の枢要性という時代の要請

を着実に捉えた良い研究が増えているのは、新規性ある実践的な切り込みの現れと理解し

ています。一層の両面努力を期待したいと思います。 

 

 

申請分野 

このような、専門化を深める説明と広い問題関心者にも伝える努力の必要性は、自らの申

請分野に齟齬がないか、いま一度、申請者が再考する必要性とも結びついています。一部の

申請には、明らかに学術世界で一般に承認される「人文・社会の範疇」を逸脱する研究が見

られ、しかもそれが分業を集成した自然科学研究室によくある大規模共同研究や研究室全

体の資金調達を目的としたと疑われる申請が見られることは遺憾です。自然科学と人文社

会科学との距離を埋める説明努力を一層おこなうか、申請分野を変えて申請したほうがよ

いのではないか、と考えられる申請も見られます。熟慮と対応に期待したいと思います。 

 

 

独自性と新規性 

独自性・新規性に充ちた問題意識を堅実に深めていく研究を求めています。その意味で、

これまで存在したテーマでも新しい視角からの掘り下げがあるユニークな研究として、「明

末清初に語られた宋の遺民－『宋遺民広録』を手がかりに－」、「トランスナショナルな音楽

実践と四重意識の関係性－ハワイの沖縄系人を事例に－」など、独自性ある研究が挙げられ

ます。 

 

上記の申請書は、研究目的の明確性、調査手法の妥当性、研究内容の新規性・萌芽性・独

創性、経費の必要性といった面から高く評価されましたが、特に、その研究がどのような好

奇心から始まり、面白いと思う点はどこにあるのかが明確に伝わりました。さらに、研究意

欲の持続性や将来の発展可能性についても読み取ることができる内容でした。 

 



今後、若手研究者を取り巻く研究環境は益々、厳しさを増すことが予想されますが、幅広

い知識に裏打ちされた強い好奇心と情熱を持って、自分が目指す課題にチャレンジしてい

ただきたいと思います。独自性を示すための比較参照文献ですが、本文中に文献を参照して

いるが、文献リストが挙がっていないものがありました。抜け落ちのないよう堅実に説いて

いってほしいと希望します。 

 

 

研究計画―内容‐方法の明確化と「マクロビジョン・総合研究達成と単年度申請」 

研究内容は、研究の学術的意義をはじめ、その研究計画が研究者としてどのような好奇心

から導き出されたものであるのか、あるいは、人間社会が抱えている様々な課題にどのよう

な貢献をすることができるのかが理解できるものであることが望まれます。その研究の明

確性を前面化するためには、「研究の実施内容」欄に、研究内容そのものを列記するだけで

はなく、研究を実施するにあたっての方法（調査、資料収集、実験、インタビュー、アンケ

ート調査など）を研究内容に沿って具体的に書くことが重要です。時代状況もあって、対面

ではなく、オンラインサーベイによる研究が増えてきていますが、特にアンケート調査では

どこまで有効性を担保できるか、十分な説明をおこなっておく必要があります。 

 

研究計画について、自分の研究としてスケールの大きい研究や比較研究を持っていてい

いのですが、本助成のような単年度申請では、焦点を絞る方法も説得力を持ちます。時代思

潮を抽出する全体研究のビジョンを示したのち、単年度に実現可能なテーマに集中する工

夫を加えるなど、テーマを明確にした研究が説得力ある申請となります。 

 

 

予算の立て方‐図書費、旅費、謝金、論文掲載費 

支出計画では、図書費を漠然としかも多額に計上している申請が少なくありません。図書

館などで閲覧可能と思われる書籍を購入しようとする申請は、評価が低くなります。そこで

しか入手できない地方出版物や特殊な出版物など、「～分野関連資料」などと勝手に書くの

ではなくその書名を例示するなどして、図書資料の購入の必要性を説いて欲しいと思いま

す。アルバイトを使うなど謝金の使用についても、それが本当に必要な助力か十分にチェッ

クされることをお勧めします。基本的に、「自ら汗をかく」研究態度が求められます。また、

一般に謝金はその意味が不明瞭になりやすいため、注意深く計上する必要があります。研究

方法論上、実質的な現地調査を中心に据えるにしても、往復の旅費交通費だけ突出した料金

で申請し、他の研究項目に資する出費を計上していないものも、実現可能性が低く評価され

ます。また理由も明示せず同一海外調査地に複数回渡航する申請も、低い評価となります。

調査を外部発注する費用だけに巨額の費用が計上されているのも、好ましくありません。比

較的大きな予算が必要となるウェブアンケート委託費用や赤外線カメラ・3D スキャナー・

パソコンなどの機器購入費用を計上する際には、その必要性についての十分な説明が求め



られます。またアンケート調査のやり方として、調査会社に依頼するというのは、その依頼

費用が全体経費の 3分の 2以上を占めている場合が多く、「丸投げ」感があります。もっと

若手研究者らしい、あるいはいかなる研究でも本質と言える「自ら汗をかく」研究姿勢に期

待したいと思います。委託費を含むにしてもそれを低減させて、多様な項目への研究経費必

要性を計上されることを勧めます。 

 

書籍の購入、旅費に突出した経費を計上するのも、研究の全体性から見て望ましくなく、

研究を支える全体諸項目へのバランスある支出計画が望まれます。巨額の論文掲載料が計

上されるのも、論文掲載が研究のアウトプットに属する点から見て、好ましくありません。

下に示す学会費も同様で、研究内容を構成し肉付ける実質的な調査や研究活動への支出が

基本となります。また、研究計画はまとまって説得力があるのに、計画と研究経費の合理的

関連性が乏しい申請は、説得力を欠きます。 

 

 

予算の立て方‐機器、学会費 

一部に「初めに研究費ありき」で、研究の学問的意義を図りかねるものも散見されました。

機器の購入は、基本的に研究室や大学で用意してほしいものと考えています。支出計画を作

るときには、調査や研究行為の頻度や場所、所在地、個数、機器の使用、そこに行くことの

必要性など、研究計画をもう一度見直し、研究計画と支出計画に整合性があるかを確認して

ください。 

 

支出計画で、もう一つ問題とするのは、学会参加費や学会年会費、さらには投稿料に当て

る費用支出です。学会費は、申請に特化した研究課題に関係なく毎年発生する固定費だと私

たち選考委員会では捉えています。人間科学の分野で特に、複数学会への参加で著しく多い

学会旅費を計上している申請がありました。学会参加は、発表するとしてもそれは研究のア

ウトプット行為であり、「一般的な」情報収集の行動であり、研究そのものを構成し創りだ

す主たる活動や調査ではありません。 

 

学会参加費、学会年会費、投稿料は、国内・海外を問わず、研究調査の支出項目としては

優先度が低いものと考えています。ここでは多くの場合、研究計画に書かれている研究を深

める内容と支出が一致しておらず、厳しい採点になるのは避けられません。パソコンソフト

の購入も研究主題からすれば、周辺的な支出と判断します。研究内容の充実・発展そのもの

を形作る中心的で不可欠の研究活動への支出を堅実に組み立てていかれることをお勧めし

ます。 

 

 

 



推薦を依頼するにあたって 

申請者の研究に随伴しながら後押しする推薦者の推薦文も、注意深く読み込まれます。今

年、推薦書の中に総花的、皮相的な記述に終始するものが散見されたことは残念です。若手

の研究者については、研究者、研究内容について、評価出来る部分と改善が求められる部分

（発展可能性）の双方が存在するのが一般的だと私たち選考委員会では考えています。申請

者には、推薦を依頼するにあたって、推薦者に対してその点を明確にすることを求めたいと

思います。 

 

以上の点を留意され、学問的意欲にみち誠実で独創的な研究申請を今後も行っていただ

きたいと期待します。今年は、全体として、新型コロナウイルス（COVID-19）の状況改善に

伴い、調査研究の制約が少なくなり、また、申請額の上限が引き上げられたこともあり、申

請件数の増加に影響しました。留学生、女性の申請数も多くさらなる伸長を期待しますが、

女性留学生（特に中国国籍）の申請者に占める割合が 10％を超えている現状があることに

も、注目しています。かつては、中国人の応募に日本語と研究手続きに瑕疵ある申請が目に

ついたものが、今日、中国人特有の観点をもつ研究、あるいは中国では助成が受けにくいと

思われる研究が多く、総体的に評点の高い研究が多かったことをここに記し、留学生諸氏に

はさらなる独自性ある研究へと発展していっていただきたいと期待します。自然災害や地

球環境の変化やパンデミック経験を経て、現在、私達のライフスタイルに様々な変容が起こ

り、またそれが求められているところがあります。このような新時代‐新状況に対応した、

新たな研究課題の発掘・展開にも期待したいと思います。 

  


